










 

1.はじめに 

極小未熟児の最近のintact surviva1に関するめざましい改善は,呼吸管理と共

に体液管理の進歩に負うところが大である。早期からの経口投与が不可能な極

小未熟児において,非経口輸液の重要性ははかり知れない。 

未熟児の水分,熱量,電解質などの必要量について研究が進められ,かなりくわ

しいデーターが得られるようにはなったものの,極小未熟児の初期維持輸液と

して適した輸液組成の検討に関する報告は少ない。現在市販されている乳児や

幼児用の輸液製剤が極小未熟児に適さないことが明らかな今日,極小未熟児に

適した初期維持輸液に関する検討がまたれている。 


